
来年度当初予算の内示に向けた要望活動

●防災・減災、国土強靱化の推進ための予算配分
●新名神高速道路の早期全線開通と幹線道路整備の予算確保
●山陰近畿自動車道の早期全線開通
●上下水道施設の耐震化・老朽化対策を推進するための予算確保
●舞鶴国際ふ頭第２バースの促進及びⅡ期整備推進に係る支援
●地域公共交通の確保・維持のための予算確保

主
な
重
点
要
望
事
項

令和７年度当初予算及び令和６年度２月補正予算

総額１兆６０４億９，９００万円

左から、藤山政調会長、近藤団長、水嶋智国土交通審議官、
荒巻代表幹事、中村代表幹事

●妊娠・出産・子育て相談窓口を一本化し24時間365日受付体制を整備【府市連携】
●子どもたちがやりたいスポーツに親しむことができる環境を構築
●リカレント研修の提供やキャリア相談・企業とのマッチング支援を実施
●発達障害のある学生がオープン就労を選択できる環境を構築
●地域公共交通の人材確保や地域の実情に応じた利用促進等の対策を推進
●家庭の脱炭素化に向けＺＥＨ(ゼロエネルギーハウス)住宅の普及を促進

●厳しい経営環境にある中小企業のニーズに対応するため伴走支援体制を強化
●相談・支援体制の拡充等により中小企業の生産性向上に向けた支援を強化
●半導体関連企業のビジネス機会の拡大や国内外のプレゼンス強化を実施【府市連携】
●身近にアートに親しめる国際アートフェア等を開催【府市連携】
●京都の魅力を発信する大阪・関西万博フラッグシップ・アクションを実施【一部府市連携】 
●ドローンショー等のイベントを実施する「けいはんな万博2025」を開催
●さらなる観光客の分散化に向けて「朝観光・夜観光」などを推進【府市連携】

●道路整備等の公共事業

令和７年度当初予算　１兆２９８億８，１００万円
令和６年度２月補正予算　３０６億１，８００万円

全ての営みの土台となる『安心』

子どもたちを育み、絆を守る『温もり』

希望や活力の源泉となる『ゆめ実現』

人・物・情報・日々の生活の基盤づくり

●子育て家庭や重度障害のある方等の医療に係る経済的な負担を軽減
●発達障害に係る初診待機期間を短縮するための診療体制の強化
●新興感染症等に備えるため「京都版ＣＤＣ」設立に向けた検討を実施【府市連携】
●災害発生時における避難生活の環境改善のため備蓄体制を強化
●孤立可能性地域の府民の安心・安全を守るため地域防災力を強化
●府民の安全・安心を確保するため事案発生時の対応力を強化

1,000万円
500万円

1億8,000万円
1億6,000万円
3億7,200万円
2,000万円

5億6,000万円
8億円

1,500万円
1億700万円

6億5,000万円
2億円

7,500万円

819億9,300万円

81億5,300万円
1,800万円
100万円

1億4,400万円
1億6,800万円

500万円
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2月6日、自民党議員団の近藤永太郎団長をはじめとする代表団が、
府民の安心・安全の向上や府域の均衡ある発展に資する道路・河川等
の整備推進について要望を行いました。
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令和7年2月定例会において自民党議員団は以下の質問を致しました。
※2月定例会での質問内容の一部抜粋です。詳しくは京都府議会のHP録画中継でもご覧頂けます。

1.大阪・関西万博について
2.中学校部活動の地域移行について

①開幕を目前に控え、これまで京
都府が展開してきた事業や取組
の成果、準備状況は。500日前や
半年前のイベントを実施してき
たが、府民の関心度や期待度の高まりは。府内小・中学
生の万博見学に対する支援は。府北部地域への誘客に
どのように取り組むのか。
②地域移行に向けた取組の現状は。京都府内の実証事
業の実施状況と成果は。実証事業で明らかになった移動
手段や指導者の確保、会場使用料、用具の購入等の課題
に、財政面も含めどのように取り組むのか。京のジュニ
アスポーツアカデミー推進事業の実施内容は。

家 元 　 優
福知山市

①孤独・孤立対策と文化の力について
②父親への育児支援について
③災害時の医療体制充実について

①孤独・孤立は、様々な要因か
ら、更なる深刻化が懸念されて
おり、安定的・継続的な推進体制
の整備が必要。またこれまでの
温かな外部支援に加え、文化力を活かした内から沸き
立つ強さを引き出す京都府独自の取組も重要。
②子育て環境日本一を掲げる京都府として、父親への
育児支援を進め、府民が子育てのしやすさを「実感」
できる取組を進めるべき。
③福知山市民病院をはじめ府内の地域医療を支える
災害拠点病院に対し、医療提供体制の充実強化に向け
た寄り添った支援を求める。

武 田 光 樹
福知山市

①ひきこもりの方や保護者への支援
②障害者就労施設からの物品等調達
③立会人型電子契約サービスについて

［答弁要約］
①：今回の予算案でご議決され
れば本人やその家族のことをよ
く知る市町村、支援団体と企業
などが顔の見える関係を構築する場を設け、役割を担
うコーディネーターを新たに配置します。
②：2年連続未達になっていたので、マニュアルの作成、
進捗の管理など全庁的な取り組みの推進と民間企業に
よる利用がより一層進むように支援します。
③：契約の範囲や費用面での検証が必要ではあるが、
業務の効率化や府民サービスの向上を進める観点から
検討していく必要があると考えております。

津 田 裕 也
北区

●平時から災害に強い京都づくりを！●認知症
患者の視点に立った施策推進と介護職員の定着
促進対策への支援を！●地域文化の継承について

〇危機管理について
災害弱者と言われる高齢者や障
害のある方々への対応に充分配
慮し、国や市町村、関係機関と連
携しながら地震防災対策を進め
ていただきたい
〇認知症対策について・・単独世帯増加により、家族介
護が困難となっていく中、認知症本人や家族介護者を
地域社会全体で支えていくことが必要
〇介護人材の定着促進と離職防止の取組について
人手不足の解消のためには、新たな人材の確保と同様に
長く活躍できる環境づくり、魅力ある職場とするために
事業所へ支援を
〇地域文化の継承について・・文化庁•府庁界隈まちか
どミュージアム事業のような地域に根ざした文化活動
の促進、地域文化の保存•継承のさらなる取組を

宮下友紀子
上京区

大阪・関西万博を契機に「地域輝く未来
京都のデザイン」を描き、歴史・文化・
いのちをつなぐ地域創生を。

1.大阪・関西万博と地域創生に
ついて……コロナ禍を経験し再
認識した命と繋がりの大切さを
京都から発信するとともに、日
本人の心を伝える「祭りの京都」
で地域が輝く地域創生を。
2.宇治茶振興について……「宇治抹茶」が大ブームと
なっており農水省は機械化や有機栽培茶への転換を支
援するとしているが、今こそ他産地との差別化を図っ
て宇治茶ブランド守り、更なる活性化に繋がるよう、戦
略的な振興計画の策定を。
3.府立高校の特色や魅力を高める環境づくりについて
……子どもや地域から求められる府立高校となるため
特色化魅力化の促進とともに、体育館空調設備等ハー
ド面の整備促進を。再編にあたっては、地元地域の声
や市町のまちづくりにも配慮した丁寧な議論を。

藤山裕紀子
宇治市・久世郡

本府の農林水産業人材確保育成について
「京都府農林水産業人材確保育成戦略
（仮称）」の狙いについて

　京都府の農林水産業における
担い手の現状について、農業分
野では、過去２０年で２５，６６１人か
ら１５，１３０人と４１.０％減少し、６０
歳以上を占める割合は７９.６％か
ら８４.７％へ増加し、高齢化が一
層進行している。
　一方で、明るい話題として、農地法改正で企業が農業
に参入しやすくなったこともあり、農業法人は１５年間
で、１８７から３３３法人に約１.８倍となっており、若い世代
を中心に高収益な農業を展開し、儲かる産業の実現に
向けては、若い世代のチャレンジと柔軟な発想に期待を
よせるところであります。
　昨年２月の代表質問で知事に質問し、今年度に有識者
による検討会で議論を重ね、最終案が示されました。そ
の狙いと特色、戦略の実現に向けての強い思いを伺う。

中 村 正 孝
亀岡市
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府民の声をお聞きし、その思いを実現してきました。
　　　　　　お困り事・ご要望は地元の議員にご相談ください。自民党京都府議会議員団

本年度は水産資源を将来にわたって安定利用していく
ための漁業のあり方や、水産資源の増養殖、種苗生産及び
魚病に関する調査研究、技術開発の取組状況などに
ついて、宮津市にある京都府農林水産技術センター
海洋センター等の管内現地調査を行いました。

政務調査
活　動

よりよい京都府を実現するため、各地を調査、
様々な勉強会や意見交換会を行っています。

①「京都版ミニ・ミュンヘン」の今後は？
②まち全体で子どもを見守る方策は？
③子育て世帯への支援の充実策は？

①【答弁】令和７年度は京都市に
おいて、市や関係団体と協調し、
規模を拡大して開催したい。
希望があれば他市町村にも開催
への支援を行う。
②【答弁】令和７年度は「子育て
にやさしいまちづくり推進計画」に基づいた拠点づくり
や、新たに計画策定する市町村に伴走支援を行う。
③【答弁】京都府が実施する産前・産後訪問支援員の
養成講座を、調理などの家事技術や、幼児・児童に関する
知識、父親の育児に対する悩みや不安への対応も含
めた内容に拡充し、市町村の施策充実を支援。また、
ひとり親家庭については、母子家庭に加え新たに父子
家庭も奨学金の支援対象とする、安定した収入確保に
向け、ひとり親家庭自立支援センターに資格取得から
就職までを伴奏支援するコーディネーターを新たに
配置することなどを実施する。

古 林 良 崇
京田辺市・綴喜郡

国内・国外の危機的な状況から、どのよう
に府民の安心・安全を守り、京都府を発展
していくのか、知事に問う。

1、上下水道事業について
　○埼玉県で起きた道路陥没事故
　　を受けて、府営水道の管路
　　の老朽化の現状と課題、将来
　　の費用負担予測、更には広域
　　化・広域連携や施設の統廃合
　　を含めた今後の府営水道のありかたについて
2、府立高校における国際交流の方針について
　○国際情勢が不安定な中、中高校生の国際交流は大
　　切である。平時から学校教育の中で、国際交流の
　　魅力を伝え、留学事業の拡大を。
3、特別支援学校について
　○今後の地域におけるインクルージブ教育を支える
　　のが特別支援学校の役割である。また、指導要録
　　と個別の指導計画にも、保護者の思いも計画に反
　　映できる仕組みづくりに取り組むべきでは！

能 勢 昌 博
長岡京市・乙訓郡

①スタートアップ企業の支援
②地域文化による府域の均衡ある発展
③歯と口の健康づくりの推進
④トクリュウへの対応

①スタートアップ企業の活躍を、
既存事業者との連携も含めて、
京都産業全体の振興につなげて
いくことが重要
②様々な地域文化が根差す本府
においては、あらゆる地域で地域
文化を活かした活性化を図る
とともに、府域全体の発展につなげていくことが重要
③歯科医師会等の関係団体とも連携し、フッ化物洗口
の全市町村での実施や対象年齢の拡大など、さらなる
拡充に取り組むべき。口腔ケアの重要性について全て
の世代が理解を深め、歯と口の健康づくりを推進でき
るよう、より一層の普及啓発が必要
④匿名・流動型犯罪グループの実行役の検挙に止まる
ことなく、指示役や上位被疑者の検挙、犯罪収益のは
く奪に向けた捜査を徹底すべき。今一度、京都府警
から日本の安全神話を取り戻していただきますよう、
御奮迅を心から御祈念申し上げます。どうぞよろしく
お願いいたします。

荒 巻 隆 三
東山区

①競輪場整備とアリーナ交通対策は？
②親子誰でも通園事業の支援は？
③軽費老人ホームへの支援は？

①問向日町競輪場の再整備の概
要と周辺道路の整備はどのように
考えているか？答アリーナとの相
乗効果を発揮させスポーツ観戦
はじめイベント開催や府民憩いの
場にする。福祉会館前から北５００ｍの整備は公共事業評
価に係る第三者委員会の意見を踏まえ早期事業化を目
指す！交通分散化のため競輪場西側に交通誘導を図り、
大原野口交差点の改良事業も取り組む。②問親子誰でも
通園事業を進めるのに人材確保や育成が必要では？答親
育ち支援スキルを持つ人材を育成しやすくなるよう研修
環境の整備や保育人材マッチング支援センターの強化を
図る。③問物価高騰等で経営が苦しい軽費老人ホームへ
の支援が必要では？答安定的な経営が行われるよう必要
な支援と利用者のより良い環境整備に努める。

磯 野 　 勝
向日市

官民一体での取組推進について 
①万博を契機に京都の魅力発信②防災
教育③身近な犯罪から府民を守る取組

以下、それぞれの御答弁
①5月10日11日に伏見港公園を
中心に観光船の運行やイベント
「淀川舟運フェスティバル」を開催。
淀川舟運を未来に継承できるよう関係部局や官民連携
の取組を進めていく
②東日本大震災の教訓を踏まえ「学校における安全教育
の手引き」を作成し、共に助け合う力の育成を含む
「防災教育プログラム」を推進。次年度は京都府災害時
学校支援チーム「D-EST」を創設
③地域団体や事業者等との連携を強化し、特殊詐欺、
闇バイト、匿名・流動型犯罪グループの対策・検挙の
強化と犯罪の被害防止に努めていく

渡 辺 邦 子
伏見区

京都文化や京都産業の強み、観光資源等
の魅力発信を行い、府域全域への誘客に
繋げ、地域の人材育成にも繋げてほしい

大阪・関西万博の京都府におけ
る成功に向け京都府の魅力、京
都らしさを様々な工夫や演出を
しながら万博会場と京都駅の２
つのゲートウェイにおいて魅力発信を図ることは重要
で、万博来場者の京都府内各地への誘客に繋げると共
に、若い世代の皆さんに積極的に万博関連の取組に参
画して貰うことで、地域の魅力や文化を再発見や再認
識し、それらを発信することで、住まいする地域への郷
土愛やシビックプライドの醸成を促すことになり、結果
的に地域の担い手が不足する現代における次代の担
い手育成にも繋がるのではないか

田 島 祥 充
八幡市

京都府農林水産技術センター 海洋センター 丹後織物工業組合 TANGO OPEN CENTER

宮下友紀子 石田宗久 青木義照 荒巻隆三 大澤彰久 小巻久美 秋田公司

渡辺邦子

近藤永太郎

家元　優

田中英夫 中村正孝 磯野　勝 古林良崇 森口　亨 片山誠治田島祥充能勢昌博 兎本和久

津田裕也

瀧脇正明 武田光樹 池田正義 四方源太郎 藤山裕紀子 中島武文

上京区 左京区 中京区 東山区 山科区 下京区 南　区

伏見区

西京区

福知山市

亀岡市 亀岡市 向日市 京田辺市
綴喜郡

京丹後市 南丹市
船井郡

八幡市長岡京市
乙訓郡

木津川市
相楽郡

伏見区 福知山市 舞鶴市 綾部市 宇治市
久世郡

宮津市
与謝郡

北区


